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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

文化芸術体験事業の実施

文化芸術鑑賞事業の実施

補助金の交付

決算額

国支出金

執行体制

一般会計

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

文化芸術体験事業
文化芸術鑑賞事業

文化芸術体験事業
文化芸術鑑賞事業
文化団体活動補助金の交
付

文化芸術体験事業
文化芸術鑑賞事業
文化団体活動補助金の交
付

1,591,000

2,015,140

988,000 2,171,000

623,461

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

8,502,285 8,614,670

7,869,557 8,010,165

1.00

事務事業評価表
１．基本事項

1.00 1.60

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

文化振興事業

社会教育総務費 文化団体育成補助事業

地域文化の活性化

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

文化芸術を鑑賞及び体験できる機会の提供。事業費の一部を補助する。

成果
※何を求めるか

文化芸術への関心を高める

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

0

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

9,267 34,243 26,320 10,000

980,000

0 0

1,449,404

区分

大項目

小項目

2

市民が文化芸術に親しむきっかけをつくるため、文化芸術の体験及び鑑賞事業を実施する。また、文化芸術事業を実
施する団体に対して事業費の一部を補助する。

県支出金 0 0 0 0

地域文化振興費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

総務管理費

教育費 社会教育費

市民等

0

15,235,512

13,644,512

1.60

570,262

0

604,505

令和5年度 令和6年度

15,170,726

13,155,586

令和07年06月20日(金)

令和9年度

■ □

1,988,820 1,581,000

文化振興課 担当係 地域文化振興係 管理番号 74211文化振興事業

次代を担う人と文化を育むまち

郷土の歴史・文化の継承と活用

令和7年度

総務費

632,728

企画展示
コンサート
体験教室
鑑賞会

担当課

令和4年度

565,736

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

成果指標３

目標値

実績値

区分

体験事業実施回数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

鑑賞事業実施回数

・補助金交付額（事活）

目標値

実績値

体験事業参加者数

鑑賞事業参加者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

文化団体による文化芸術活動
事業実施数

成果指標２

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

39.0058.00

250.00 360.00

20.00 20.00

千円

活動指標２

活動指標３

単
位

回

成果指標１

1,336.00 6,164.00

実績値の算出式

500.00

実績値

３ ３ ３ ３

目標値 500.00

20.00

令和
9年度

　小学生対象の体験教室を２回実施した。鑑賞事業は、高校生作品展のほ
か、文化会館の指定管理者と共催して、渋沢栄一新札発行記念事業とし
て、８事業を実施した。深谷市文化団体活動補助金は、申請額が予算額を
超えたため、事業ごとに按分し、計500,000円の交付となった。

現状値を維持する　／　事業実施報告書

実績値の算出式

３ ３ ９

36.00
人

人

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 地域文化振興係長　荻野光雄

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　参加者の募集方法を電子申請として、受付事務の効率化が図れた。

A

A

文化芸術鑑賞事業の事業数が増加したことから、参加者数は、増加した。
深谷市文化団体活動補助金は、事業数は、４事業であり、交付団体数は、
３団体であった。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 地域文化振興係長　荻野光雄

１ １ １ １

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

１

500.00

20.00 20.00

目標値は見込めないため、設定しない。／　実績値

500.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

現状値を維持する　／　事業実施報告書

目標値は見込めないため、設定しない。／　実績値

1.00 4.00 4.00
事業

500.00 500.00

519.00

令和
7年度

令和
8年度

１

３

３

20.00

500.00

３

現状値を維持する　／　事業実施報告書

回

１

現状値を維持する　／　事業実施報告書

１


